
 

 

 

 

 ６  都市林構想 
 

 

図 6-2 環境類型図

1. 都市林構想の検討フロー 

利用の方 用システム等） 

都市林構想（ 作成 

【保全・活用方針の設定】 

⑤鎌倉らしさ・広町らしさの活用面からの方針 

④自然環境の資源としての活用面からの方針 

※自然環境調査より引用 

図 6-3 自然環境断面模式図

自然環境の活用に関する分析図 

（環境容量によるレベル区分）→図 6-7 

鎌倉らしさ・広町らしさ 

に関する分析図  →図 6-8 

保全・活用方針図（維持管理方針図）→図 6-9 

入口及 ステム図  

      19 図 6-10 参照 

図 6-1 都市林 検討フロー 
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※自然環境調査の結果をもとに作成 
び動線シ
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都市林構想の検討にあたっては、自然環境調査の結果を受け、広町緑地の最大の特徴である高

い多様度の保全・向上を図ることを基本とした上で、基本方針で示した他の要素を加味し、さら

に利用の方針を設定し、都市林構想としてとりまとめた。以下に都市林構想の検討フローを示す。 

 

【集水域毎に自然環境の構造を把握】 

（多様度で示された環境のもつ特性をつかむ） 

○地形条件、水分条件の上に成立している植生とそこに

生息する動物相といった陸域生態系の単位空間として

の構造を整理 

環境類型（環境区分・地形区分）の設定 

指標の設定 

指標の多様度の算出     

③古都のイメージを支える緑地景観の保全と 

 緑地内の里山的な景観の保全面からの方針 

②貴重種・注目種の保全面からの方針 

①自然環境の多様性の保全面からの方針 

【広町緑地における多様度向上可能性の把握】 

○各集水域がもつ特性や集水域相互のつながり等を踏ま

え、多様度向上に関する広町緑地全体での展開可能性

を整理 

【自然環境調査】 

○地形 

○水環境（水系、湧水地点、水量） 

○植物（植物相、植生） 

○動物（動物相、貴重種） 

 

環境類型図 →図 6-2 

広町地区を構成する谷戸と集水域図 

        →P.6 図 2-8 参照 

自然環境断面模式図 →図 6-3 

多様度向上可能性分析図 →図 6-4 

貴重種・注目種の保全に関する 

分析図 →図 6-5 

景観の保全に関する 

分析図        →図 6-6 
針（利

案）の

構想の
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※自然環

※自然環境調査の結果をもとに分析・作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 6-4 多様度向上可能性分析図

 

 

 

 

ル区分）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-6 景観の保全に関する分析図

図 6-5 貴重種・
境調査の結果をもとに分析・作成 

図 6-7 自然環境の活用に関する分析図（環境容量によるレベ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注目種の保全に関する分析図
  



 

 

 

 

 

※自然環境調査の結果をもとに分析・作成 
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図 6-8 鎌倉らしさ・広町らしさに関する分析図

図 6-9 全・活用方針図（維持管理方針図）
 保



 

 

 

 

 2. 保全・活用方針 
以上の方針に基づき、都市林としての保全・活用にあたっては、地形や植生等の環境特性に応

じ、次のような方向で区域を区分して保全・活用を図る。 

都市林として良好な自然環境の保全・活用を図るために、５つの各基本方針について、以下の

ように展開を図る。 

  

①自然環境の多様性の保全 
 

z 多様度の高い谷戸の湿生草地や二次林では、今ある特性を活かしながら、管理や環

境復元によってさらに多様度の向上を図り、種組成の豊かな環境を形成する。 
 
 

z 既に安定した生態系が成立している、又は成立しつつある自然林や遷移の進んだ二

次林では、自然遷移に沿って、広町緑地の新たな環境要素の一つとして良好な自然

林を創出する。またこの樹林は、広町緑地全体の安定化を図る緩衝緑地としての機

能と多様度を高める重要な基盤である湧水環境の保全を図る機能を持つものとする。 

 
 
 
 
 z 谷戸の多様度を高める重要な環境である谷頭部の湧水地点周辺は、環境保全上重要

な場所であり、立ち入り制限をする等、重点的に保全を図る。 

z 斜面樹林と低地の谷部の境界（林縁）は、多くの生き物が隠れ場所や餌場等として

利用する場所であり、多様度の向上を図る上で重要な環境であることに留意し、適

切な管理を行う。 
 

②貴重種・注目種の保全 

z 貴重種や注目種の生育・生息が特に確認された谷戸では、管理 復元によって、

水環境を保全するとともに、種の生態（生育・生息環境）を た環境保全を図

る。 

z 特に動物は各種の生息範囲や季節的な移動等の生態に応じた 図る。 

z 広町緑地における生物社会で上位種として挙げられるフクロ 息が確認され、

またねぐらとなりうる大径木が分布している いては、 り制限をし、保

全を図る。 

z 生息・生育の可能性の高い場所では、その環 のための により、良好な

環境の補完を図る。 
 

③古都のイメージを支える緑地景観の保全と緑地内の な景観  

 

④

   
 

⑤

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

維持管理によって生物相や環境を多

様化させ、生物の多様性を保全する 

遷移誘導によって広町緑地の新たな

環境要素の一つとして良好な自然林

資源を活用した体験や管理活動等の

面的な活用を図りつつ、保全を図る 

利用を抑制して保全を図る 

（線的利用にとどめる） 

A 手入れをしながら面的に 

 活用可能な区域 

B 手入れをしながら線的な 

 利活用にとどめる区域 

 A-1 樹林エリア   

 A-2 樹林（サクラ林）エリア 

 A-3 谷戸エリア  

環境への影響に対する許容

度（環境容量）が低い場所 

自然林や遷移の進んだ二次林 

環境への影響に対する許容

度（環境容量）が高い場所 

多様度の高い谷戸の湿生草地や二次林 

定期的に手入れしながら生

物の多様性を維持・向上させる

とともに、資源の活用を図る 

＜手入れ度＞ 大 

＜利活用度＞ 中 

必要に応じて手入れしなが

ら生物の多様性を維持・向上さ

せ、保全を重視して線的な利活

用にとどめる 

＜手入れ度＞ 中 

＜利活用度＞ 小 

 

z 小集水域毎の一体的景観（斜面の二次林と奥 る谷戸が

ある里山的な景観）と特色ある良好な自然の形成を図る。 

z 広町緑地の外周樹林は、周辺からのスカイライン（七里ヶ浜

成し、地域の景観の一部を担う緑地であり、連続する良好な樹

自然環境の資源としての保全・活用 

z 市街地の中の都市林として、自然環境資源は、環境に影響の

げとならない）範囲で、活用を図る。 

z 植生や貴重種の分布等をふまえ、環境の許容量に応じた活用

 管理活動等面的な活用を図る    散策等線的な活用を図る

鎌倉らしさ・広町らしさの活用 

z サクラ林やスギ植林等の広町ならではの自然的要素やウルシ

素といえる資源については、保全を前提に積極的な活用を図

z 谷の文化が特徴的な鎌倉の歴史を感じさせる谷の名称を活用

 （「室ヶ谷」「竹ヶ谷」「御所ヶ谷」等） 
や環境

ふまえ

保全を

ウの生

立ち入

管理等

の保全
一体とな

方面から

林として

ない（多

レベルを

    

林等の鎌

る。 

する。 
った季節感の  
を形成する 

C 最小限の手入れにとどめ 原則として手入れをせずに、
谷につ

境創出

里山的

行きあ
の稜線）を構

保全を図る。 

様度向上の妨

設定する。 

活用しない 

倉の文化的要

 

 

 

 

 

なお、広町緑地の特徴であり、環境保全上重要と考えられる湧水地点周辺及び林縁については

「保全上重要な区域」として位置づけ、特に留意して適切な維持管理を十分に行い、現状の特色

ある生物生息環境の保全を図る。 

 

 環境保全上重要な区域（湧水地点周辺、林縁） 

原則として、現状を維持する 保全上重要な区域 

 遷移を誘導する区域 
自然遷移に任せ、管理以外の立

ち入りを制限する 

＜手入れ度＞ 小 

＜利活用度＞ なし 
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3. 整備・利用管理方針  

（カ）隣接住宅地の生活環境保全に配慮した入口の設定及び利用の制限 
広町緑地においては、利用者による過剰な利用や無秩序な利用、移入種の持ち込み等によって

都市林としての良好な自然環境が損なわれることのないように、また自然環境を損なわない範囲

で利用者が自然とのふれあいを楽しむことができるように、動線設定や施設整備に十分留意する

とともに、利用者に対し適正な利用を促す。 

z 都市林の入口は、自然環境の保全及び隣接住宅地の生活環境保全、さらに防犯に配

慮し、既存入口の活用を検討する。 

z 公共交通機関の利用や徒歩、自転車による来園を原則とし、周辺への環境負荷の軽

減を図る。 
また、隣接する住宅地等に対し、都市林の保全・活用が、静かで、安全、快適な生活環境を損

なうことのないように、来園経路や方法等について配慮する。 
                           

（２）動線及び施設整備方針 なお、都市林内では自然環境の保全と秩序ある利用の範囲内での自己責任による自由な利用を

原則とするが、防火対策をはじめ、利用者や近隣住民の安全を確保するための防犯や緊急時にお

ける対応の充実を図る。 

 ア．入口 
自然環境の保全と隣接する住宅地への影響や利用者の利便性を考慮し、既存入口の活用を図る

ことを前提として、以下のように入口を設定する。  
（１）利用誘導方針 （ア）主入口 

自然環境を保全し、利用者に対して適正な利用を促すため、以下のように利用の制限・誘導を

行う。 
z 最も多くの利用が想定され、公共交通機関からの到達性が良く、周辺住宅地への影

響の少ないと考えられる既存の御所ヶ谷入口を主入口として設定する。 
（ア）立ち入り制限区域の設定 （御所ヶ谷入口は、段差等の障害が最も少なく、身障者等による利用が容易であるほ

か、入口付近からの管理用車両が通行可能な園路に接続が容易である。） z 保全・活用方針において設定した「最小限の手入れにとどめ遷移を誘導する区域」

においては、維持管理のための立ち入りを除き原則として一般利用者の立ち入りを

制限して自然環境の保全を図る。 

＊周辺が住宅地であり、幹線道路から広町緑地までの接続道路の幅員が狭く、自動車による来園は

近隣への環境の影響が大きくなる可能性が高いため、公共交通機関及び徒歩・自転車による来園

を前提とする。 
z 「手入れをしながら線的な利活用にとどめる区域」においては、線的利用にとどめ、

木道等により樹林内や湿地内等への立ち入りを制限して、自然環境の保全を図る。 
（イ）副入口 

z 現在利用されている御所ヶ谷以外の 6 箇所の入口のうち、近隣への影響を考慮し、

徒歩や自転車のみ到達可能な４箇所の入口を副入口として設定する。（七里ガ浜東

入口、七里ガ浜下水道終末処理場入口、七里ガ浜入口、室ヶ谷入口） 

（イ）既存道を活用した動線設定 

z 耕作や樹林管理等、かつて維持管理されていたころから目的に応じて利用されてき

た既存道を活用し、自然環境の保全を図る。 ＊車椅子等の利用のために整備することは地形上困難であり、自然環境への影響が大きくなるため

身障者等は主入口に誘導することを検討する。 （ウ）秩序ある利用に不可欠な管理施設の整備 
 z 秩序ある利用を促すために必要となるトイレ等管理施設については、自然環境の保

全に配慮し最小限の整備にとどめる。  イ．動線 
自然環境への影響に配慮しつつ、かつ来園の目的や利用者の特性に応じた対応を図るため、既

存のみちを活用した動線システムとする。 
（エ）身障者等の利用への対応 

z 幅広い利用者層の利用に対応することを原則とするが、地形改変を伴う整備に関し

ては、自然環境の保全を前提として検討する。 （ア）主動線 

z 身障者等による利用や自然環境保全、及び現況における利用状況を考慮し、主入口

を起終点として谷部の平坦地を中心に一巡することができる幹線園路を主動線とし

て設定する。 

（オ）適正な案内誘導及び利用プログラムの提供 

z 多くの利用者が広町緑地の自然環境に親しみ、自然環境への理解を深めて保全意識

を高めることができるように、楽しみながら自然と親しめるイベント等の展開とと

もに利用者の意識に応じた多様な環境学習プログラムを展開しながら利用マナーの

向上を目指す。 

z 多様な利用者層及び利用形態を想定し、散策等の利用を主体とするが、維持管理等

のための管理道としても一部活用することを検討する。 

＊自然環境への影響を考慮し、管理道としての独立した動線の設定は行わない。 
z 湿地や樹林内への無秩序な立ち入りを制限し、適正な利用を促すため、案内誘導サ

インや制札板、立ち入り防止柵、木道等の施設整備とともにパンフレット等の配布

や指導員による案内指導についても検討する。 

z 当該地域内の動植物の生育生息に影響を及ぼす移入種の持ち込みを禁止するととも 

に、犬の散歩についても野鳥等の保護の観点から制限することを検討する。 
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（イ）副動線  

z 立ち入りを制限する区域を除き、通過が主体の入口間を連絡する動線として、既存

の尾根上の入口間を結ぶ尾根ルート（尾根みち）と、主入口から主動線を経て尾根

ルートへ至る谷部や斜面を通過するルート（谷戸みち）を活用 園路となる

副動線を設定する。 

z 副動線は入口間の連絡、自然観察や保全管理活動、ハイキング 主たる目的

と想定し、園路の整備においては危険な箇所の改修程度とする。

z 防犯や緊急時における救助・救援等のための動線としても活用を

 

 ウ．導入施設 
都市林内に整備する施設は、自然環境の保全・活用及び適正な利用のため

能を有するものにとどめ、環境負荷の軽減に努める。主な施設としては以下

（ア）トイレ 

z 自然環境の保全や環境への負荷軽減に配慮し、環境保全型を検

頻度を考慮し必要最小限の規模を確保する。 

＊主入口付近に設置する管理棟等と集約的に設置することを検討する。 

（イ）管理施設 

z 管理員詰所、更衣室、倉庫等維持管理に必要となる最小限の機

る保全活動を支援するための機能、及び利用者への情報提供機

て、最小限の規模をもつ管理棟等施設の整備を検討する。これ

を図り規模等を抑えるとともに、環境への負荷軽減に配慮し、

用等も検討する。 

（ウ）駐車場 

z 徒歩及び自転車による利用を原則とし、利用者用駐車場は確保

ただし、身障者用として適宜サービスヤード等を活用したスペ

る。 

z なお、マイクロバス等による学校の団体利用に対しては、周辺

政センター、腰越中学校等）の活用を検討する。 

（エ）休憩施設等 

z ベンチや四阿等の休憩施設については、高齢者等の利用にも配

するが、設置箇所や形態、構造等については自然環境の保全に

する。 

（オ）サイン類 

z 適正な利用を促すために、都市林を案内し誘導する簡便なサイ

なお、案内情報は、入口付近において集約的に行うこととし、

いては、緊急時の案内誘導に配慮した必要最小限の配置とする。

（カ）照明 

z 防犯上必要な箇所にとどめ、設置箇所、照度、照明方法等につ

全と環境負荷の軽減を原則として検討する。 

 

 

 

し、支線

利用等を
 

図る。 

に必要な最小限の機

のものを検討する。 

討する。また、利用

能、市民団体等によ

能を有する施設とし

らは、機能の集約化

自然エネルギーの利

 
しないこととする。

ースの確保を検討す
 

図 6-10 入口及び動線システム図 

 
の公共施設（腰越行  

 
 

慮し設置を適宜検討

十分配慮したものと
 
 
 
 

ン類の充実を図る。

案内板等の設置につ

 

 
 
 
 

里みち 

・谷戸部の 
  幅広いみち 
・水路沿い 
・管理作業用に
利用 

谷戸みち 

・谷から尾根に

あがるみち 

・利用は少ない 

 

尾根みち 

・尾根部のみち 

・散策や花見等

に利用 

あぜみち 

・谷の水田や湿

地の中のみ

ち 

谷戸の入口 尾根の入口 

いては自然環境の保  

 

図 6-11 （参考）既存の「みち」の構成 
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 4. ゾーン区分及びゾーン別方針 
これらのことをふまえ、先に設定した方針に基づき、保全・活用の区域区分を考慮し、集水域

や景域を単位とする 5つのゾーンに区分した。この 5 つのゾーン各々の特性をふまえた次のよう

な方向で都市林としての保全・活用を図る。 

広町緑地は、小集水域を単位として生物社会を構成し、小集水域が小水系を中心に連続して谷

毎に多様な生物相やまとまりのある景観を形成していることが特徴となっている。また、「○○

ヶ谷」といった谷毎に付された名称が空間（景域）の単位を表し、谷で特徴づけられる鎌倉らし

い歴史を感じさせる。  

 
表 6-1 ゾーン区分及びゾーン別方針 

ゾーン区分 ゾーンの特性
期待される都市林としての役割 

● 特に重視する役割 

○ 各ゾーンにおいて期待する役割 

保全・活用の方針 

室ヶ谷の里ゾーン 

 

◆室ヶ谷と呼ばれる里の景観が残る谷戸の区域 

・水田とそれを取り囲む斜面樹林が一体となった里らしい谷戸の景観を形成、西側市街地から

は連続する斜面樹林が市街地の背景を形成 

・谷奥部の湧水地点からのしぼり水によって良好な湿地環境形成 

・低地周囲の斜面樹林の手入れにより多様性維持・向上の可能性 

・谷部の既存道を通じ西側市街地からのアクセスが容易で田園的な景観が親しまれている。 

○多様な生物相の維持・向上 
○林縁の貴重種・注目種の保護 
●里らしい谷戸の景観の形成 
●周辺からの近景を成す外周斜面の景域の形成 
●里の景観を楽しむ散策の場の形成 
 

■低地の水田と一体となった里の景観保全、及び散策の場とし
ての活用 
□必要に応じた湧水地点周辺や樹林の手入れの実施 
□自然とのふれあいの場として既存散策路の活用 
  

 

竹ヶ谷の森ゾーン 

 

◆谷が複数に分岐している竹ヶ谷と呼ばれる広町緑地を代表する谷戸の区域 
・広町緑地を代表する良好な自然環境を形成 
・谷奥部の湧水地点からのしぼり水によって良好な湿地環境を形成 
・湿地及び樹林は手入れによりさらに多様性維持・向上の可能性 
・豊かな林床と一体となったスギ植林が分布 
・地域の人々に親しまれてきたサクラ林や鎌倉彫に関連の深いウルシ林が分布 
・御所ヶ谷方面から低地部へ、また七里ガ浜方面から尾根部へはアクセスが容易。ただし、低
地～尾根間の移動は容易ではない。 

 

●多様な生物相の維持・向上 
●湿地環境に生息する貴重種・注目種の保護 
○良好な自然環境から成る谷戸景観の保全 
●自然とのふれあいや環境学習、環境保全活動の場の提供 
○サクラや谷戸景観を楽しむ散策の場の形成 
○豊かな林床と一体となったスギ植林の保全 
 
 

■広町緑地を代表する自然環境の維持、及び環境学習の場とし
ての活用 
□林縁部、コナラ林やミズキ林等各々の環境に適した適正な
手入れの実施 

□乾燥化が進行している湿地環境の再生や適正な手入れの実
施 

□既存歩道を活かした散策路の形成及び保全活動の場として
の樹林や湿地等の活用 

□サクラ林の維持・育成 

鎌倉山の谷戸ゾーン ◆鎌倉山に続く奥の深い御所ヶ谷と呼ばれる豊富な水と多様な環境を有する谷戸の区域 
・谷奥部の湧水地点からのしぼり水によって水路の水量豊富 
・上流部の狭い谷～下流部の幅広い谷までの多様な湿地環境や植生に支えられ多様な生物相を
形成、ケヤキやサクラの大木が点景を形成 

・上流部は植林や竹林等が分布し多様性にやや欠けるが、手入れや自然林への遷移誘導により
多様性向上の可能性 

・中流部には自然林と落葉広葉二次林が広くが分布。フクロウが生息し安定・良好な自然環境
を形成 

・下流部の開けた湿地は、やや乾燥化が進行しているが、湿地環境の再生により多様性向上の
可能性 

・中下流部では水路沿いに散策が可能で利用者が多く、湿地や林縁に生息する多様な生物の観
察が可能 

・御所ヶ谷方面から低地部へのアクセスは容易。ただし、鎌倉山方面や七里ガ浜方面の尾根か
らのアクセスは困難 

●多様な生物相の維持・向上 
●食物連鎖上位種の保護 
●多様な湿地環境の保全・再生 
○鎌倉山に繋がる谷戸の一体的な景観の形成 
●自然とのふれあいや環境学習、環境保全活動の場の提供 
 
 

■多様な湿地環境の維持・再生・創出、及び散策や保全活動の
場としての活用 
□多様な環境要素の維持・再生及び必要な手入れの実施 
□自然とのふれあいの場としての散策路の活用や保全活動の
場等としての樹林や湿地の活用 

・上流域：スギ植林等の遷移誘導による自然林の形成 
・中流域：フクロウの生息する谷戸における遷移誘導、その

他樹林の必要に応じた手入れの実施 
・下流域：コナラ林等の定期的な手入れの実施、及び自然と

のふれあいの場や保全活動の場としての活用、多様な水分
条件をもつ湿地環境の保全・再生 

七里ヶ浜の景観ゾーン 

 

◆海からのスカイライン（眺望景観）を構成し、七里ガ浜の住宅地の背景を成す斜面の区域 
・尾根部は海の方向からのスカイラインを構成 
・連続した斜面樹林は七里ガ浜の市街地の背景を形成、スダジイ林等の自然林がまとまって分
布 

・尾根部にはサクラ林が分布、尾根の散策路沿いの景観要素を形成 
・斜面樹林は手入れによりさらに多様性維持・向上の可能性 
・周辺から尾根道へ複数箇所でアクセス可能、尾根の散歩道としての利用が多い 

○多様な生物相の維持・向上 
○自然林の保全 
●海の方向からのスカイラインの確保 
●七里ガ浜方面からの遠景～近景を成す景域の形成 
●尾根歩きや花見が楽しめる散策の場の提供 

 
 

■海や七里ガ浜方面からの眺望景観に配慮した斜面樹林の保
全、及び自然とのふれあいの場としての尾根道の活用 
□自然林を含む樹林地の必要に応じた手入れの実施 
□自然とのふれあいの場としての尾根道の活用と散策路とし
ての維持 

□サクラ林の維持・育成 

広町の森入口ゾーン 

 

◆竹ヶ谷と御所ヶ谷が合流する広町緑地を象徴する入口空間の区域 
・谷戸が集まる広がりのある低地部に位置し、明るく解放的な空間を形成 
・広町緑地の特色ある谷戸の景観が把握可能 
・御所ヶ谷住宅地方面からのアクセスが容易 

○多様な生物相の再生・向上 
○広町緑地を象徴する谷戸景観の形成 
●広町緑地の利用・管理運営に関する拠点の形成（利用者に

対する案内誘導や情報提供等、市民等による保全管理活動
のための拠点提供等） 

 

■広町緑地を代表する谷戸景観の形成、及び管理運営拠点の形
成 
□樹林や湿地環境等、広町を象徴する谷戸景観の維持・再生 
□秩序ある利用を促すための利用指導や情報提供、必要最小
限の管理施設整備等 
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５．維持管理方針 
（１）維持管理の原則 

通常の都市公園においては、国又は地方公共団体が土地を取得するとともに、維持管理を行う

こととなる。 

しかし、広町緑地については自然を活かした「都市林」として整備することから、「都市林」に

求められている公共の緑の空間としての利用者の様々なニーズ（自然とのふれあい・観察・環境

教育の場等）にこたえるため、計画の策定や利活用の手法の検討とともに、維持管理についても

積極的な市民参画を求めていくことを原則とする。 

 

（２）植生管理の方針 
ここでは広町緑地の自然環境の保全上重要となる植生の維持管理について、方針を整理する。 

現況の自然を多様で良好な環境として維持・保全し、さらなる多様度の向上を図るため植生管

理を行い、市民が管理活動を通じて、自然とふれあい、広町緑地への愛着や市民が守る緑地とし

ての意識が高まることを期待する。 

z 各ゾーンの環境目標に基づき、必要に応じて更新・補植を行いながら、動植物の生

息・生育環境、植生に対応した管理を行う。 

z 管理の緊急性に応じ、段階的な管理を進める。 

・谷戸の乾燥化による湿生植物や水生動物の減少、ツル性植物や帰化植物の繁茂に

よる周辺植生への被圧等、早期に対策を施す必要のある場所から管理を行う。 

z 地元経験者・専門家に協力を得ながら、市民の参画による継続的な管理を目指す。 

・急傾斜地での管理作業や自然環境に配慮した管理が求められること等から、地元

経験者や専門家（造園業者等）に協力を得ることを検討する。 

・できる限り市民の参画より楽しみながらできる維持管理プログラム（対象、手法、

役割分担、実施スケジュール等）を検討する。 

・管理の継続が重要であり、管理技術の蓄積・継承を図りながら、長期にわたり目

標とする環境に向け、一貫した管理が続けられるように留意する。 

z 定期的にモニタリング調査を行い、管理手法について検討・見直しをしながら、管

理を行う。 

z 管理により発生する材等の有効活用を図る。 

z 保全上重要な区域である湧水地点周辺や林縁については、各ゾーンの環境目標をふ

まえつつも、それぞれの機能が損なわれることのないよう十分留意し適切な維持管

理を行う。 

・湧水地点周辺は、原則として立ち入りを制限し、現在の環境を維持する。 

・林縁は、各ゾーンの環境目標を踏まえ、草刈り・ツル切り等の手入れの度合を変

えることにより、より多様な環境を保全する。 

 

P.17 で区分した保全・活用方針に基づく A～C の区域について、主な植生の維持管理手法例（展

開メニュー）を示すと以下の通りである。具体的な手法の選定にあたっては、管理体制等を勘案

し、これら図に示す手法の中から状況に適したものを選択して実行することが望ましい。 
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